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地震のあとは

地震によって地下の深いところまで
地盤がゆるんでいます。

これからの雨や雪どけ水によって、
土砂災害（がけ崩れ・土石流・地すべり等）が

引き起こされる危険があります。

大地震のあとに、こんなに土砂災害が
例えば令和６年能登半島地震のあと、
このようなことがありました。

　令和6年1月1日に石川県能登地方で地震が発生しました。この地震により能登地方の
広い範囲で震度6強や6弱の揺れを観測し、456件の土砂災害が発生、死者36名、行方
不明者3名、全壊95戸、半壊53戸、一部損壊55戸の被害が土砂災害によって生じました
（令和6年７月1日13時時点）。さらに、9月20日からの大雨が、地震で被災した地域を襲
いました。多いところでは20日から22日までの総降水量が500ミリを超え、土砂災害、
浸水災害などが多数発生しました。

令和6年9月能登半島豪雨による土砂災害が発生

緊急連絡先を記載しておきましょう

地域の指定避難場所や家族で話合った避難場所を記載しておきましょう

※大きな災害が起きると、電話や電気が使えなくなる可能性がありますので注意が必要です。
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雨が降ったら

土砂災害に注意土砂災害に注意

石川県輪島市で発生した土石流 石川県輪島市町で発生した地すべり

市区町村が出す警戒レベル３又は警戒レベル４（避難情報）で
必ず避難しましょう。
気象庁などから出る河川水位や雨の情報を参考に
自主的に早めの避難をしましょう。

市区町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、
地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発令判断をすることから、
警戒レベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

状　況警戒
レベル 住民がとるべき行動 避難情報等

河川氾濫の情報 土砂災害の情報

防災気象情報（警戒レベル相当情報）

5 災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！ 緊急安全確保

４ 災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難 避難指示

３ 災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認
大雨・土砂災害・
氾濫・高潮注意報

１ 今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める

氾濫特別警報 土砂災害特別警報

氾濫危険警報 土砂災害危険警報

氾濫警報 土砂災害警報

氾濫注意報 土砂災害注意報

─ ─早期注意情報
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〈警戒レベル４までに必ず避難〉
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